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Society 5.0実現に向けた研究開発投資の資金循環の在り方 

 
○飯島 玲生（エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所／名古屋大学），鈴木 和泉（筑波大学／科学技

術新興機構 研究開発戦略センター），小林 由幸（筑波大学），赤池 伸一（内閣府）  

 

 
１．はじめに 
第 6期科学技術・イノベーション基本計画では，

2021年度からの 5年間で約 30兆円の政府研究開

発投資を確保し，これを呼び水として官民合わせ

て約 120兆円の研究開発投資を行うことが明記さ

れた．研究開発投資に期待される効果としては，

これまで主に期待されていた経済的効果に加え，

従来の GDPでは測れない新たな経済的効果，さら

には社会や環境に与える社会的効果が注目され

ている．また，政府が掲げる Society 5.0 実現に

向けて，官民の多様な財源による投資の活性化が

期待されている． 

そこで本稿では，Society 5.0実現に向けた資

金循環の在り方を示すことを目指して，研究開発

投資に期待される効果を整理し，今後必要となる

取組について提案する［1］． 

 

2. 研究開発費の投資効果 

研究開発投資には、様々な経済的・社会的効果

が期待されている．経済的効果としては GDP，経

済成長率，雇用創出，民間投資の影響が挙げられ

る．これらの経済的効果に加えて，社会や環境に

与える社会的効果が注目されている．日本の政府

政策の議論では，日本や世界は感染症や災害，気

候問題など解決すべき社会的な問題を数多く抱

えており，科学技術・イノベーションを最大限に

活用することで，SDGsの達成を含め，これらの問

題に早急に対応していくことが必要と考えられ

ている［2］．日本が掲げる Society 5.0実現にあ

たってはグローバルな観点で社会的効果を検討

す る 必 要 が あ る ． 国 際 的 指 標 と し て ，

OECD ”Better Life Index” ， European 

Commission “RICH Report”（通称：リッチ・レポ

ート）が知られている． 

Better Life Indexは，人々が暮らしを計測，

比較することを可能にするインタラクティブな

指標である．暮らしの 11の分野（住宅，所得，雇

用，社会的つながり，教育，環境，市民参画，健

康，主観的幸福，安全，ワークライフバランス）

について，OECD加盟 37カ国とブラジル，ロシア，

南アフリカを加え，あわせて 40 カ国の指標を比

較できる．（OECD HP参照）．OECDの幸福度測定方

法には以下のような重要な特徴がある[3]． 

 国全体の経済状況ではなく，世帯や個人に焦
点を当て，その経験に注目する． 

 幸福の成果（outcome）に焦点を当てる．イン

プット（例えば教育への支出）やアウトプッ

ト（例えば研修を受けた教員数）ではなく，

人々にとって直接的かつ本質的に重要な生

活の側面（例えば教育によって人々が獲得し

た能力）に目を向ける． 

 成果には，客観的側面と主観的側面の双方を
含む．客観的データを主観的データによって

補うことができる． 

 個人の間の幸福の成果の分布に注目する．例
えば，年齢，性別，学歴，所得などに伴う不

平等に目を向ける．の分布に注目する．例え

ば，年齢，性別，学歴，所得などに伴う不平

等に目を向ける． 

欧州では 2005年に，リッチ・レポートが公開さ

れ，EUにおける研究開発投資の社会や環境に対す

る影響の分野横断的評価が実施されている．また，

社会や環境に対して特に大きな効果をもたらし

たと考えられる研究開発プロジェクトの成功事

例について，社会的効果の影響評価が行われてい

る．ここでは波及効果発生のメカニズムの分析が

試みられたが体系的なモニタリングと評価の過

程が確立されておらず，研究開発の社会的波及効

果を定量的に測定するための基礎データと指標

について見出すことが非常に困難であると指摘

されている． 

第 6期科学技術・イノベーション基本計画では，

Society 5.0実現を掲げて，「国民の安全と安心を

確保する持続可能で恭順な社会」、「一人ひとりの

ような幸せ（well-being）が実現できる社会」な

ど、重視する価値観や今後の指針が整理された．

しかし現状は国内向けの指針提示となっており、

それらの価値観と、国際的指標との関連性や親和

性を十分に示せていない． 

今後の方向性としては，Society 5.0で重視す

る価値観を国際基準で考える必要があり，国際的

な経済的・社会的価値の指標に Society 5.0の価

値観を織り込めるよう，戦略的に取り組むことが

重要である． 

この検討にあたっては，Society 5.0の実現に

向けた施策の中で達成すべき経済的・社会的イン
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パクトの項目を定めて，金融業界と協調して，産

官学のエコシステムの活動を促進していくこと

が望ましい．具体的には，経済的・社会的インパ

クトの指標として，「国際標準の指標になること」，

「定量的な測定が可能であること」が重要であり，

Better Life Indexやリッチ・レポートで挙げら

れている指標が参考になる． 

表 1に示したように，それぞれの国際指標は相

互に関連性が高い部分が多く，定量的な指標で測

定できる項目も多い．これらの国際指標と，

Society 5.0が重視する価値観を示す指標との関

係性を検討し，グローバルな視点で測定指標を考

えることが必要である．また，各国際基準で示し

た指標ではなく日本が重視するべき価値観の指

標を新たに検討するべきである．例えば「生活の

安全」の項目について，Better Life Indexの指

標では，「殺人率」や「安全感」という指標を用い

て定量・比較されている．しかし，「生活の安全」

の尺度は多様にあり，現状の Better Life Index

の指標によって，十分に表現されているわけでは

ない．日本では安心・安全に関する様々な研究が

行われており，生活安心指標 Human Life Security 

Index等[4][5]などの報告では，「人口当たり殺人

件数」に加えて，「公共の場における安心感」「大

気汚染物質濃度」「事故停電の発生頻度」「人口当

たりの医師数」「精神的ストレスのない生活の実

現」の尺度を用いている． 

今後，日本が目指す社会を国際基準で表現をし

ていくことが求められる．国際的な経済的・社会

的価値の指標に Society 5.0の価値観を織り込め

るよう，戦略的に取り組むことが重要である． 

 

3. 科学技術投資の効果測定 

科学技術投資の効果測定については，経済的効

果の実証分析やマクロ経済のシミュレーション

分析をすることを目的に，様々な経済モデルが提

案されている． 

SciREX センター 政策分析・影響評価領域プロ

ジェクト「STI 政策の定量的評価を行うための経

済モデル間の比較研究」では複数の経済モデルが

検討された． 

「Society 5.0 for SDGs─創造する未来の経済

評価─」（2020）では，拡張された内生 500部門を

超えた産業連関表に基づいた就業や資本の構造

について，サテライト勘定を伴うモデルが提案さ

れている．本モデルでは 57 の未来技術が定義さ

れ，産業利用を翻訳するシナリオが構築されてい

る． 

経済モデルの課題として，既存の経済モデルや

実証分析では，科学技術・イノベーションがもた

らすディスラプティブな効能や産業構造の変化

など，不確実性を確率的には捉えられない点があ

る． 

今後の方向性として，研究開発投資の効果を可

視化できるモニタリングの仕組みと，これらがも

たらす経済波及効果を表現できる経済モデルの

開発が必要である． 

 

4. 研究開発投資の財源 

政府が掲げる Society 5.0 実現に向けて，官民

の多様な財源による投資の活性化が期待されて

いる．これと同時に，産業界では，SDGs，ESG な

どの社会課題解決に資する中長期的な新たな投

資手法が模索されている． 

資金源は大きくは融資，出資，債券，自治体投

資，寄付に分類できる（表２）．注目すべき資金源

として，プロジェクトファイナンス，ESG 投資，

社会的インパクトファンド，休眠貯金，グリーン

ボンドが挙げられる． 

プロジェクトファイナンスとは，ある特定の事

項目 指標（Better Life Indexより） 分類Better Life Index リッチ・レポート SDGs
所得と富 経済的結束 1. 貧困をなくそう 家計の所得、家計の純資産 経済的効果

仕事と報酬 経済的結束・雇用 8. 働きがいも 経済成長も 就業、報酬、雇用の不安定、仕事のストレス、長期
失業 経済的効果

住宅 住みやすいコミュニティ 11. 住み続けられるまちづくりを 一人当たりの部屋数、住宅取得能力、基本的な衛
生設備 経済的効果

ワークライフバランス 雇用 8. 働きがいも 経済成長も 労働時間、余暇時間 社会的効果
健康状態 公衆衛生と安全 3. すべての人に健康と福祉を 平均余命、主観的健康 社会的効果
教育と技能 人的資本の形成 4. 質の高い教育をみんなに 学歴、成人の技能、15 歳の生徒の認知技能 社会的効果
社会とのつながり 社会的結束 17. パートナーシップで目標を達成しよう 社会的支援 社会的効果
市民参加とガバナンス ガバナンス 16. 平和と公正をすべての人に 投票率、政府への発言権 社会的効果

環境の質 大気汚染・水質
6. 安全な水とトイレを世界中に
13. 気候変動に具体的な対策を
14. 海の豊かさを守ろう
15. 陸の豊かさも守ろう

大気の質、水質 社会的効果

生活の安全 安全 16. 平和と公正をすべての人に 殺人率、安全感 社会的効果
主観的幸福 - - 生活満足度 社会的効果

表 1 社会的効果に関連する国際的な指標 
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業・プロジェクトを独立した事業体とし，当該プ

ロジェクトから得られる収益やキャッシュフロ

ーを返済原資とするファイナンスである．プロジ

ェクトファイナンスが活用された事例としては，

ユニバーサル・スタジオ・ジャパンや六本木ヒル

ズの大規模開発案件が挙げられる． 

ESG 債券とは，環境改善や社会貢献に何らかの

効果のある事業を資金使途とする債券である．資

金の使途に応じ，グリーンボンド（環境債），ソー

シャルボンド（社会貢献債），サステナビリティボ

ンド（環境及び社会貢献債）などに分類される．

一般の債券と異なり，資金使途，プロジェクトの

選定・評価プロセス，資金の管理などに関する情

報を投資家に開示することが望ましく，外部評価

機関から認証を受けることもある（三菱東京 UFJ

銀行 HP参照）． 

ESG 投資の 2019 年の投資残高は約 336 兆円で

あり，2015年と比較して約13倍に増加している．

2017 年に PRI（責任投資原則）は次の 10 年に向

けて今後投資家が取り組むべき優先事項をまと

めた「ブループリント」において，金融システム，

気候変動のほか，SDGsを対象としている． 

2021年には，トヨタ自動車は環境事業や社会貢

献事業に資金使途を絞った債券「ESG 債」を最大

5000億円発行すると発表するなど，様々な企業が

ESG債を活用している． 

Society 5.0が掲げる社会課題解決のために，

科学技術・イノベーションへの官民投資をさらに

活性化させるための課題を 3点あげる． 

1点目は，社会課題解決に資するプロジェクト，

事業への多様な資金調達手法が確立できていな

いことである．企業等による積極的な情報開示に

よる企業活動の透明性とプロジェクト規模や事

業ステージに合った投資手法の多様化が必要で

ある． 

2 点目は，企業が社会課題解決に資する技術を

持っていても，企業規模に見合う事業性を見出し

にくいことである．社会課題解決を実施できる企

業等のすそ野を広げていくため，社会課題解決を

行う事業者の取組を後押しするインセンティブ

設計が必要である． 

3 点目は研究開発型スタートアップの多くは資

金調達に苦労しており，調達の人的負担が大きい

ことである．新規事業創出や社会課題解決のトリ

ガーとして，スタートアップの果たす役割が大き

い．今後はさらに，スタートアップの資金調達の

支援・促進をする施策が求められている． 

本項で紹介した新たな投資手法を後押しし，

Society 5.0実現のための資金循環環境が構築す

るには．１）財源が多様化し，かつ資金が市場に

十分に循環すること，２）Society 5.0の取組が

社会と市場の双方に受容されていること，が重要

である． 

 

5. 目指すべき資金循環の在り方． 

 Society 5.0実現に向けた資金循環環境の構築

に向けて，目指すべき方向性（図１）を 3点挙げ

た上で，それぞれの現状課題や今後の示唆を整理

する． 

 

分類 資金調達方法 説明

融資
民間融資 • 銀行からの融資、ビジネスローン
公的融資 • 日本政策金融公庫の融資／自治体の制度融資
プロジェクトファイナンス • 特定の事業に対して融資

出資

株式 • 株式発行／ESG投資／トランジション・ファイナンス

VCファンド • VC、CVC／官民ファンド（JIC、官民イノベーションプログラム等）／コンセプト実証
ファンド／社会的インパクトファンド

エンジェル投資 • 個人投資家からの投資

休眠預金 • 預金者等が名乗りを上げないまま、10 年間放置された預金を使って、国、地方公共
団体が対応困難な社会の諸課題の解決を図るプロジェクトに出資、融資、助成

クラウドファンディング • インターネットを介し不特定多数から少額ずつ資金を調達する

債券
社債 • 社債発行／グリーンボンド／サステナビリティボンド／ソーシャルボンド／トランジション・

ファイナンス
公債 • 公債発行

政府
自治体
投資

科学技術関係費 • 運営費交付金／競争的資金
大学基金 • 10兆円ファンド
助成金・補助金 • 中小企業庁、自治体等の補助金、助成金

寄附 会費、寄付金、クラウド
ファンディング

• NGO、NPO、大学等の資金調達方法として団体の趣旨に賛同する会員からの会費
や寄附金がある

表 2 社会課題解決に資する中長期的な投資の財源 
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① 経済的・社会的インパクト 

大学・企業等が経済的・社会的インパクトを両

立し，社会に対してポジティブな効果・影響を生

み出している． 

② 多様な資金の十分な循環 

科学技術・イノベーションの投資に対する産官

学の財源と投資手段が多様化し，資金が十分に循

環している． 

③ 社会的受容性 

Society 5.0実現に向けた取組が社会と市場の

双方に受容されており，産官学の消費活動や生産

活動に好影響をもたらす． 

 

経済・社会的インパクトの課題は，Society 5.0

実現で重視する価値観（安全・安心，多様な幸せ

等）が国際的指標との関連性や親和性を十分に示

せていないことである．また，既存の経済モデル

等では，科学技術・イノベーションによる効能や

産業構造の変化など，不確実性を確率的には捉え

られない．よって，国際競争力を高めるため，国

際的な経済的・社会的効果の指標に Society 5.0

の価値観を織り込めるよう，戦略的に取り組むこ

とが重要である． 

 多様な資金の十分な循環の課題は，社会課題解

決に資するプロジェクト，事業への多様な資金調

達手法が確立できていないことである．政府及び

金融業界は，社会課題解決に資する投資手法の多

様化と事業ステージ・規模に合う中長期的金融商

品を普及促進すべきである．また，政府および公

的機関は，大企業，中小企業，スタートアップ等

社会課題解決への取組を優遇・奨励する施策を進

めるべきである． 

 社会的受容性の課題は，社会課題に資する商品，

サービスを開発生産しても，出口需要が見出せな

いことである．また，一人ひとりが多様な幸せ

（well-being）を実現できる持続可能な社会像を

理解し共感する風土が醸成されていない．政府は，

Society 5.0/SDGs/ESG 実現につながる消費者行

動を促す法整備や施策を実施していく必要があ

る．また，産官学や金融業界，メディアが協力し， 

Society 5.0/SDGs/ESG の市場形成に繋がる慣習，

意識，文化を醸成していく必要がある． 

 

6. 終わりに 

本稿では，科学技術・イノベーションに期待さ

れる効果について，これまでの GDPでは計れない

新たな経済的効果と，社会や環境にもたらす社会

的効果を整理し，投資効果の測定に関わる経済モ

デルを紹介した．次に，研究開発投資の財源とな

る項目を挙げて，科学技術・イノベーションへの

官民投資をさらに活性化するための課題や，今後

の方向性を示した． 

Society 5.0社会の実現に必要な投資は巨額で

あり，財源の多様化と投資の活性化が不可欠であ

る．政府と産官学民と金融業界が一体となって，

資金循環のエコシステムを形成する必要がある． 
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